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　第６次の「男女共同参画計画」の策定が進んでいます。計画で新
たに「女性支援新法」ができたので、その部分が盛り込まれている
ことは大変良いことと思っていますが、まだまだこの程度では困難
女性を救うことにはなりにくいです。福祉局、こども家庭局など関係
部局と定期的に会議をして問題共有すべきと求めました。そしてア
ウトリーチ支援も民間団体と一緒に行うよう求めました。
　神戸市は関係局との問題共有は必要と答弁。アウトリーチ支援に
ついては簡単ではないので役割分担で民間に任すと冷たい答弁
をくり返しました。現状を把握してこそ何が必要かが分かります。「困
難女性」を自己責任として扱うのではなく、市として責任もって対応
すべきです。
　居場所のない女性(性暴力・虐待)に寄りそった計画をつくり計画
策定後は年1回程度各局を集め報告するとのことですが、各局が主
体的に問題解決に取り組めるよう定期的に会議をもつよう求めま
した。

　

地域協働局（3月6日）
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　　　市が発注する仕事への
ルールづくりで労働条件向上を

　公契約条例は、自治体が発注する
工事等において発注業者と労働者
や下請業者の契約に条件をつける
もので、自治体発注業務の「官製
ワーキングプア」をなくすことが目的
です。公契約条例の制定は、今年４
月に施行する熊本市を含め政令市
では現在４都市まで進んでいます。し

かし、神戸市は国の労働行政の分
野であるとして条例制定は必要ない
という立場です。松本議員は、市が
公共事業に従事する下請業者も含
めた労働者の賃金・労働条件の保
障を守らせるために神戸市でも公契
約条例を制定すべきと求めました。

公 契 約 条 例

予算案は物価高の中、暮らしと営
業を直接応援してほしいとの願
いに背を向け、市民にいっそうの
自助・公助を押し付けた中身で
す。消費者物価上昇は2026年以
降も2％程度の上昇が続くと言わ
れていますが、神戸市内100人以
下の中小企業の賃上げ率は1.0

以上2.0%未満が半分以上で賃金上昇には全く追いつい
ていません。ある年金受給者の夫婦は、光熱費・食費すべ
て物価が上がっているので、週1回の楽しみの晩酌を減ら
すしかないと言われています。
　このような状況にもかかわらず、経済支援は病院・福祉
施設・公共交通事業者など、一部の団体や体力のある企
業にとどまっています。経営悪化が続いている大半の中小
企業への支援策はありません。
　市民生活の支援策は行政区で1か所、年3回程度の食

料品無料配布やフードロス食品の低額提供、フードシェ
ア・キッチンカーなどのイベントなど、極端な「自助・共助」
頼みになっています。
　国民健康保険料はさらに引き上げられます。高くて払え
ず苦しんでいる加入者に「負担の公平性」といって、平気
で差押えをおこなっています。
　市営駐車場事業は15億円の黒字が出たにもかかわら
ず値上げしています。また、文化施設・体育施設・社会教
育施設の利用料・使用料も一気に15％も値上げされ、
いっそうの市民負担増を押し付けています。
　市バスは2026年度で2億4200万円の黒字の見込みで
す。しかし路線見直しで1162本の減便を行おうとしていま
す。人口減少を理由に市民サービスを後退させるべきでは
ありません。
　一方都心三宮・ウォーターフロント再開発現場では大
企業が資材高騰だとして工事費を跳ね上げても予算をつ
ぎ込んでいます。市民によりそわないため反対いたしました。

市民サービス後退の予算に反対

こどもたちの声を
政治に届けます！
Q.学校に行きづらくて通えて
いません。フリースクールに行
きたいのですが親に負担を
かけるのが申し訳なくて。（中
学1年生）

A.新年度から、フリースクー
ル等を利用するご家庭に利用
料の半額を補助（上限2万円・
出席認定施設）します。（教育
委員会事務局長）
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どんぐりバス（みなと観光バス）
敬老割引実証実験が始まります
　どんぐりバスに「敬老
パスを使えるようにして
ほしい」との願いが切実
でした。
　松本のり子議員はコ
ミュニティバスには補助
金を投入しているのだ
からみなと観光バスに
も適用すべき」と求めま
した。都市局は「みなと観光バスはコミュニティバスの位置
付けをしていないので補助金は出せない」との答弁。福祉
局がマイナカードとクレジットを紐づけすることで敬老パス
として使えるようになりますと答弁。市が補助金を出して簡
単に敬老パスが使えるようにすべきです。

　神戸市は、４月ダイヤ改正で大規模な市バス減便を発
表。市バス全体の23％もの減便計画です。神戸市は、座席
数27席の２倍、55人程度の乗車を目安にするとして、黒字
路線である２・16・36・92 系統まで大幅減便する計画で
す。常に手すりやポールをもって「すし詰め」の運行で、転
倒の危険がますます増え、高齢者やベビーカー利用者か
らは「これ以上混雑すれば乗れるバス便がなくなってしま
う」などの声があがっています。
　３月12日、予算特別委員会・総括質疑でわが会派は、交
通局の運営が厳しいと、市民に減便をすすめる一方で、神
戸市が交通局への補助金を削減している実態をしめし、
「市民の足をまもり、応援することが神戸市の役割だ」と追
及しました。

甲南山手駅前のバス停。きだ前県議と

ストップ　市バス減便

　区役所は地域に最も身近な存在として、住民と一緒に地域課
題の解決に取り組み、いつまでも住み続けられるまちにしていく
ことが本来の役割と考えます。
　現状は地域行事に出かけたり、地域の自治会、ふれまちなの
どの既存団体に意見を聞いたりする程度です。来年度から職員
がファシリテーション力を身につけ、地域の課題や将来像につい
ての対話を推進するとあります。
　地域地域の課題を市の政策として盛り込んでいくようにもう一
歩進んでほしいと思います。
　地域には「地域交流センター」があります。ここを活用して地域
課題をテーマに議論するなど、「住民自治」を支える役割を区役
所がすべきと考えますが、いかがですか。

地域に身近な存在として
区役所の            を役割発揮

　今年１月からみんなで食べる、あたた
かい中学校給食が市内全校で開始。
　当初、神戸市・教育委員会や議会与
党は「愛情弁当」にこだわって、中学校
給食を拒んでいました。
　保護者や市民と共同で９万人を超え

る署名を集め、議会でも何百回と質問
するなかで、ついに世論の力で実現す
ることができました。
　中学生から「給食が、あったかくなっ
て美味しくなりました。ありがとう」との
声もいただきました。

あたたかい中学校給食　今年1月から全校で

　４月からは、小学校給食が無償化されます。
　自民・公明・維新の3 党は当初の無償化を撤回したこと
で、国の補助は1人につき月5200円までとなりました。
　しかし、神戸市会では昨年12月の日本共産党市議の質
問に「まずは小学校給食の無償化にとりくむ」と教育長が
回答。

　不足する月1000円分は神戸市が公費で負担し、給食の
質を落とさず、保護者負担ゼロで小学校給食無償化が実現
できました。
　ここでもみなさんと一緒に集めた署名が力になりました。
　引き続き、中学校給食の無償化。さらには修学旅行費や
制服代など教育費ゼロの神戸へ、頑張ります。

カラスネットボックスの
支援実現

家庭ごみのクリーンステーションをカラスが荒らし
て困るとの声を議会に届けてきました。ようやく「折
り畳み式ネットBOX等購入助成制度」ができまし
た。助成金額はネットボックス費用の半額です。

小学校給食の無償化を実現　引き続き中学校も無償化へ

(問い合わせは環境局業務課へ)

向洋中学校の給食の様子


